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Ⅰ　次の文章を読んで、以下の問いに答えよ。

　19世紀に入ると、東アジアに欧米の船がしばしば訪れるようになり、イギリス・インド・中国
の間で三角貿易が行われた。以下は、これに関する生徒と先生の会話である。
　生徒：イギリスでは紅茶を飲む習慣があったのですよね。
　先生：だから中国から大量に茶がイギリスに送られました。
　生徒：イギリスからインドへは綿織物が送られたのですよね。
　先生：イギリスでは、工場で機械を使って大量の綿織物が生産されました。
　生徒：三角貿易というからには、インドと中国の間はどうですか。
　先生：イギリスがインドから密輸して中国に送られたアヘンが、のちに大きな問題となり、中

国とイギリスの間で戦争に発展したのです。戦争はイギリスが勝利し、
⑴
その後結ばれた

南京条約で、中国の領土の一部がイギリスに割譲されました。戦争の状況は日本にも伝
えられ、当時の幕府は衝撃を受けたのです。

　生徒：それはいつのことですか。
　先生：日本では

⑵
天保の改革のころです。

　生徒：そのことが日本の開国に結びつくのですか。
　先生：そのことが直接開国に結びつくわけではありませんが、これ以降幕府は異国船への対応

策を改め、
⑶
日本国内では攘夷がさかんに論じられるようになりました。

　生徒：イギリス・中国・インドの三角貿易を【図Ａ】にしてみました。商取引には何を用いて
精算したのですか。

　　　　　　　　
⑷
【図Ａ】

　

　先生：当時の国際情勢から考えると金か銀だと思います。

問１　下線部⑴について、イギリスに割譲された場所として正しいものを、次の中から一つ選
び、番号で答えよ。	 １

①　青島　　②　香港島　　③　旅順　　④　大連
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問２　下線部⑵を行った人物として正しいものを、次の中から一つ選び、番号で答えよ。	
	 ２

①　井伊直弼　　②　伊藤博文　　③　水野忠邦　　④　阿部正弘

問３　下線部⑶に関連して、薩摩藩の行列を横切ったイギリス人が斬り殺された事件として正し
いものを、次の中から一つ選び、番号で答えよ。	 ３

①　生麦事件　　②　禁門の変　　③　戊辰戦争　　④　桜田門外の変

問４　下線部⑷に入るａ・ｂ・ｃの組合せとして正しいものを、次の中から一つ選び、番号で答
えよ。	 ４

①　ａ　金　　ｂ　金　　ｃ　金　　　②　ａ　金　　ｂ　金　　ｃ　銀
③　ａ　銀　　ｂ　金　　ｃ　金　　　④　ａ　銀　　ｂ　銀　　ｃ　銀
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Ⅱ　次の文章を読んで、以下の問いに答えよ。

　洞穴などで生活をしていた時代から、
⑴
縄文時代には、竪穴住居での生活が始まった。１つの住

居には５人ほどの家族が住み、複数の家族が集落を形成した。
⑵
煮炊きや貯蔵のための土器がつく

られるようになった。和田峠などで採取された ア は、生活に必要な道具の原料として重用
され、数百キロメートル圏内での出土が確認でき、この時代から遠隔地との交易が行われたこと
がわかる。集落の中心に広場を設け、その広場には共同墓地がつくられた。霊の存在が信じら
れたり霊が恐れられたりする

⑶
アニミズムの思想があり、死者の霊を鎮めたり、再生を望む考えが

あった。
　水稲耕作が始まると、低地に水田をつくり、自然堤防などの高い場所に居住地が形成された。
竪穴住居の他に、収穫物を収納する イ の高床倉庫などが建てられた。

⑷
弥生時代には他の集

落との争いごとも起こり、防御的な機能を持つ集落もみられた。また、首長の出現により、墓に
階層による違いがみられるようになった。その後、首長の墓は巨大化し、さまざまな

⑸
副葬品が埋

葬されるようになった。

問１　空欄 ア イ に入る語句の組合せとして正しいものを、次の中から一つ選び、番
号で答えよ。	 ５

①　ア　黒曜石　　　　イ　礎石造　　　②　ア　黒曜石　　　　イ　掘立柱式
③　ア　サヌカイト　　イ　礎石造　　　④　ア　サヌカイト　　イ　掘立柱式

問２　下線部⑴に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとして正しいものを、
下の中から一つ選び、番号で答えよ。	 ６

Ｘ　内部に炉が設けられた竪穴住居が発掘された。
Ｙ　この時代の遺跡から埴輪が出土した。

①　Ｘ　正　　Ｙ　正　　　②　Ｘ　正　　Ｙ　誤
③　Ｘ　誤　　Ｙ　正　　　④　Ｘ　誤　　Ｙ　誤
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問３　下線部⑵に関連して、縄文時代の土器として誤っているものを、次の中から一つ選び、番
号で答えよ。	 ７

① ②

③ ④

問４　下線部⑶について、アニミズムの影響を受けた行為とその意味の組合せとして正しいもの
を、次の中から一つ選び、番号で答えよ。	 ８

ａ　太占　　ｂ　抜歯　　ｃ　成人の儀式　　ｄ　豊作を祈る儀礼

①　ａ・ｃ　　②　ａ・ｄ　　③　ｂ・ｃ　　④　ｂ・ｄ

問５　下線部⑷について、防御のための行為として誤っているものを、次の中から一つ選び、番
号で答えよ。	 ９

①　環濠を掘る　　②　のろしを上げる　　③　楼閣の上に立つ　　④　防人を雇う

問６　下線部⑸に関連して、弥生時代から古墳時代の墓と副葬品の関係を述べた文として正しい
ものを、次の中から一つ選び、番号で答えよ。	 １０

①　甕棺墓の副葬品には、仏教思想に基づく経筒がみられる。
②　群集墳の副葬品には木簡が多い。
③　支石墓には、墓誌銘が記された副葬品が存在する。
④　前方後円墳の副葬品には、鉄製の武器が多い。
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Ⅲ　次の文章を読んで、以下の問いに答えよ。

　律令国家では国の支配は ア に委ねられていたが、鎌倉幕府は自らが支配する国に守護を
派遣した。

⑴
室町時代に入り、守護の権限が大幅に拡大されることになった。室町幕府は

⑵
幕府の行

事に際して国内一律に臨時に賦課した税の徴収権限を守護に与えた。しだいに守護による地域の
一円支配が行われるようになり、

⑶
四職の一つ山名氏は、 イ 11か国を支配する守護であった。

　守護が地域の権力者と結びつき、着実に領国支配を進めていくこともあれば、
⑷
守護を追い出し

て地域の権力者が地域支配の実権を握ることもあった。いずれにしても、室町幕府や中央の荘園
領主と距離を取り、守護ないし地域の権力者が地域の自立を図るなかで、地域支配を強め、大名
化した。

⑸
各地の戦国大名は自らの領国のみに通用する分国法を制定した。

問１　空欄 ア イ に入る語句の組合せとして正しいものを、次の中から一つ選び、番
号で答えよ。	 １１

①　ア　国司　　イ　西国　　　②　ア　国司　　イ　東国
③　ア　地頭　　イ　西国　　　④　ア　地頭　　イ　東国

問２　下線部⑴に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとして正しいものを、
下の中から一つ選び、番号で答えよ。	 １２

Ｘ　大犯三カ条とよばれる軍事警察権が新たに与えられた。
Ｙ　刈田狼藉を取り締まる権限が与えられた。

①　Ｘ　正　　Ｙ　正　　　②　Ｘ　正　　Ｙ　誤
③　Ｘ　誤　　Ｙ　正　　　④　Ｘ　誤　　Ｙ　誤

問３　下線部⑵として正しいものを、次の中から一つ選び、番号で答えよ。	 １３

①　分一銭　　②　関銭　　③　段銭　　④　抽分銭

問４　下線部⑶の家として誤っているものを、次の中から一つ選び、番号で答えよ。	 １４

①　赤松氏　　②　一色氏　　③　京極氏　　④　畠山氏

問５　下線部⑷に関して、守護富樫政親を自害に追い込んだ集団として正しいものを、次の中か
ら一つ選び、番号で答えよ。	 １５

①　延暦寺の僧兵　　　②　浄土真宗（一向宗）の門徒
③　堺の会合衆　　　　④　近江の馬借
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問６　下線部⑸について、伊達氏の分国法として正しいものを、次の中から一つ選び、番号で答
えよ。	 １６

①　『庭訓往来』　　②　『節用集』　　③　『塵芥集』　　④　『新加制式』
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Ⅳ　次の文章を読んで、以下の問いに答えよ。

　1787年に将軍職についた徳川家斉は、将軍家治死去後すぐに罷免された
⑴
田沼意次に代わり、松

平定信を老中首座に就任させるとともに、将軍補佐役に任命した。松平定信が目指したのは、
ア が実践した享保期の政治に復することであった。この松平定信を中心とした改革では、

⑵
天明期に起きた災害・飢饉などへの対策として社倉・義倉を設置するなどの備蓄制度を採用し
た。社会秩序維持のために朱子学を幕府の正学と位置づけ、奢侈を禁じて風俗の取締りを強化し
た。また、旧里帰農令を出して、江戸に滞留する下層民を農村に戻して農村復興を図ろうとし
た。農村部では産業が発展し、富を蓄積する地主や豪農が増加する一方で、土地を手放す農民も
多く、その中には村を離れて無宿人となったり、江戸や町場に流入する人たちも少なくなかっ
た。そのため、

⑶
治安は急速に悪化の方向に向かった。松平定信は1793年に老中を解任されたが、

将軍家斉の時代は続き、1837年に将軍職を譲った後も、秀忠への将軍職譲渡後の初代将軍徳川家
康と同様に、 イ を行った。

⑷
家斉の治世は、将軍職就任から死去した1841年までの55年間続

いた。この家斉の時代の後半は、国内外でさまざまな問題が顕在化する一方、産業の発展や商品
経済の浸透を背景に、

⑸
文化活動が活発になり、庶民もその文化を享受するとともに文化の発信者

ともなった。

問１　空欄 ア イ に入る語句の組合せとして正しいものを、次の中から一つ選び、番
号で答えよ。	 １７

①　ア　徳川綱吉　　イ　大御所政治　　　②　ア　徳川綱吉　　イ　武断政治
③　ア　徳川吉宗　　イ　大御所政治　　　④　ア　徳川吉宗　　イ　武断政治

問２　下線部⑴が行った政策として正しいものを、次の中から一つ選び、番号で答えよ。	
	 １８

①　俵物の輸出　　　　　②　堂島米市場の公認
③　新貨条例の発布　　　④　株仲間の解散

問３　下線部⑵として正しいものを、次の中から一つ選び、番号で答えよ。	 １９

①　浅間山の噴火　　　　　　　　②　江戸大地震
③　コロリ（コレラ）の流行　　　④　虫害による飢饉
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問４　下線部⑶の状況への対策に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとして
正しいものを、下の中から一つ選び、番号で答えよ。	 ２０

Ｘ　幕府は、均田制を実施して幕領の土地の再分配を行った。
Ｙ　幕府は、地域の治安維持のために、幕領の村々に限定した寄場組合を作った。

①　Ｘ　正　　Ｙ　正　　　②　Ｘ　正　　Ｙ　誤
③　Ｘ　誤　　Ｙ　正　　　④　Ｘ　誤　　Ｙ　誤

問５　下線部⑷の時期の出来事として正しいものを、次の中から一つ選び、番号で答えよ。	
	 ２１

①　為永春水の著作が、絶版の処分を受けた。
②　日本地図の持出しを図ったシーボルトが、国外追放された。
③　山県大弐が幕府を批判して、死罪となった。
④　「ええじゃないか」の集団乱舞が、東海道や近畿・四国に広がった。

問６　下線部⑸について、19世紀に活動した作者と作品の組合せとして正しいものを、次の中か
ら一つ選び、番号で答えよ。	 ２２

ａ　小林一茶　　ｂ　柄井川柳　　ｃ　『おらが春』　　ｄ　『仕懸文庫』

①　ａ・ｃ　　②　ａ・ｄ　　③　ｂ・ｃ　　④　ｂ・ｄ
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Ⅴ　次の文章を読んで、以下の問いに答えよ。

　明治政府は、江戸時代の田畑の ア を禁止する法令を撤廃し、さらに、地域によって異
なっていた年貢率を、財政の安定を図るために全国一律にしようとした。そのため、

⑴
1873年、地

租改正条例を公布し、土地所有者に地券を交付した。地券に記された地価から地租（税額）が
決められた。地租改正によって農民の負担は軽減せず、共有地が官民地に編入されるなどの不
満から、各地で地租改正に対する反対一揆が起こり、

⑵
政府は地租の引下げを余儀なくされた。

イ を掲げる政府にとって、地租の引下げは大きな痛手であった。というのも国税の中で地
租は大きな割合を占めていたからである。国税総額・地租総額と国税総額に占める地租の割合を
示したのが次の【図Ａ】である。

　　　　
⑶ 
【図Ａ】 国税総額に占める地租の割合
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⑷
1881年に就任した大蔵卿の政策は米価を急激に下落させた。定額の地租は農民に大きな負担と
なった。地租が納入できなくなった農民も現れ、自作から小作となる農民が増える一方で、土地
を集積する寄生地主が生まれた。寄生地主のなかには、地主経営を基盤に企業に投資するなど利
益を上げ、多額納税者になる者もいた。

⑸
1890年に帝国議会が始まると、多額納税者が政治に関与

した。

問１　空欄 ア イ に入る語句の組合せとして正しいものを、次の中から一つ選び、番
号で答えよ。	 ２３

①　ア　貸借　　イ　憲政擁護　　　②　ア　貸借　　イ　富国強兵
③　ア　売買　　イ　憲政擁護　　　④　ア　売買　　イ　富国強兵

問２　下線部⑴に関連して、この年に明治政府が発令した法令・条例として正しいものを、次の
中から一つ選び、番号で答えよ。	 ２４

①　新貨条例　　②　新聞紙条例　　③　徴兵令　　④　教育令
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問３　下線部⑵について、引下げ後の税率として正しいものを、次の中から一つ選び、番号で答
えよ。	 ２５

①　100分の３　　②　100分の2.5　　③　100分の２　　④　100分の1.5

問４　下線部⑶に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとして正しいものを、
下の中から一つ選び、番号で答えよ。	 ２６

Ｘ　国税総額がもっとも少ないのは、西南戦争が起こった年である。
Ｙ　国税総額における地租の割合が大幅に減少するのは、地租以外の税収が増加したからであ
る。

①　Ｘ　正　　Ｙ　正　　　②　Ｘ　正　　Ｙ　誤
③　Ｘ　誤　　Ｙ　正　　　④　Ｘ　誤　　Ｙ　誤

問５　下線部⑷について、大蔵卿に就任した人物とその政策の組合せとして正しいものを、次の
中から一つ選び、番号で答えよ。	 ２７

ａ　松方正義　　ｂ　板垣退助　　ｃ　インフレ政策　　ｄ　デフレ政策

①　ａ・ｃ　　②　ａ・ｄ　　③　ｂ・ｃ　　④　ｂ・ｄ

問６　下線部⑸について述べた文として正しいものを、次の中から一つ選び、番号で答えよ。	
	 ２８

①　多額納税者のなかから、互選で貴族院議員が決められた。
②　多額納税者のなかから、互選で衆議院議員が決められた。
③　直接国税10円以上納める男女に、参政権が与えられた。
④　直接国税３円以上納める男女に、参政権が与えられた。

－ 10 －
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